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～ 大 島 本 島 南 部 町 村 議 会 議 員 大 会 が 大 和 村 に て 行 わ れ ま し た ～  

大
会
会
長
あ
い
さ
つ
を
行
な
う

堯
議
長
（
右
） 

本
町
提
出
議
題
の
提
案
理
由
説

明
を
行
な
う
向
野
議
員
（
左
） 



- 4 - 

                          

                          

    

水
産
振
興
課
を
廃
止
、
農
林

課
を
農
林
水
産
課
に 

 

行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て

役
場
の
機
構
見
直
し
を
行
な
い
、

効
率
的
な
運
営
を
目
指
す
た
め
、

課
の
統
廃
合
を
実
施
す
る
も
の

で
す
。 

 

主
な
内
容
は
、
水
産
振
興
課

を
廃
止
し
、
ま
ち
づ
く
り
観
光

課
・
農
林
課
・
建
設
課
に
分
掌

事
務
を
振
り
分
け
る
と
と
も
に
、

農
林
課
を
農
林
水
産
課
へ
改
正

す
る
も
の
で
す
。 

      

駐
車
場
に
コ
イ
ン
パ
ー
キ

ン
グ
を
設
置
導
入 

主
な
内
容
は
、「
せ
と
う
ち
海

の
駅
」
駐
車
場
に
コ
イ
ン
パ
ー

キ
ン
グ
を
設
置
し
、
２４
時
間
営

業
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、
観

光
客
等
の
利
便
性
の
向
上
を
図

る
も
の
で
す
。 

 

料
金
シ
ス
テ
ム
は
、
始
め
の

２
時
間
は
無
料
で
、
以
降
３０
分

毎
に
１
０
０
円
を
加
算
し
。
１

日
の
駐
車
料
金
の
上
限
額
を
１

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。 

    

月
額
６
０
０
円
～
１
８
０

０
円
の
ア
ッ
プ
（
平
成
２４

年
４
月
１
日
よ
り
） 

 

主
な
改
正
は
、
６
段
階
に
区

分
さ
れ
て
い
る
保
険
料
で
、
１

か
ら
２
段
階
が
、
月
額
２
８
５

０
円
に
（
月
額
６
０
０
円
の
ア

ッ
プ
）、
３
段
階
が
月
額
４
２
７

５
円
（
月
額
９
０
０
円
の
ア
ッ

プ
）、
４
段
階
（
基
準
額
）
が
月

額
５
７
０
０
円
（
月
額
１
２
０

０
円
の
ア
ッ
プ
）、
５
段
階
が
月

額
７
１
２
５
円
（
月
額
１
５
０

０
円
の
ア
ッ
プ
）、
６
段
階
が
月

額
８
５
５
０
円
（
月
額
１
８
０

０
円
の
ア
ッ
プ
）
に
、
そ
れ
ぞ

れ
改
正
す
る
も
の
で
す
。 

     

 

復
旧
延
長
Ｌ
＝
１
５
９
ｍ
を

行
な
う
も
の
で
、
奄
美
興
発
㈱

と
６
１
７
４
万
円
で
契
約
し
ま

し
た
。 

     

町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
の

給
与
を
平
成
２４
年
４
月
か
ら
１

年
間
、
５
％
減
額
す
る
も
の
で

す
。 

  

２３

災
林
道
災
害
復
旧

節
子
線
（
１
・
２
号
箇

所
）
１１
月
豪
雨
契
約 

第１回定例会は、３月７～２７日までの２１日間の日程で開かれ、当初予算議案 11件、

補正予算議案 1２件、条例議案１２件、工事請負議案２件、人事議案２件、その他３件の

計４２件の議案を審議し、可決しました。 

平成 2４年度各会計予算議案 11 件については、議長を除く 9 名で構成する予算審査

特別委員会（委員長 岡田弘通、副委員長 向野 忍）を設置して審査を行い、最終日に委

員長から審査報告がなされ、原案のとおり可決し意見書を町当局へ提出しました。（意見

書は、次頁に掲載。） 

なお、各会計当初予算額については町広報誌 5月号に掲載のため、割愛しました。 

主な議案の要旨は次のとおりです。 

                                                        

 

介
護
保
険
条
例
の
改
正 

「
せ
と
う
ち
海
の
駅
」 

の
管
理
に
関
す
る
条
例 

の
改
正 

課
設
置
条
例
の
改
正 

町
長
等
の
給
与
等
に
関

す
る
条
例
の
改
正 
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災
害
救
助
費
等
を
減
額 

主
な
内
容
は
、
災
害
救
助
費
６

０
２
４
万
５
千
円
の
減
額
、
常

備
消
防
費
１
９
８
９
万
８
千
円

の
減
額
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

放
送
局
整
備
費
１
２
３
７
万
円

の
追
加
な
ど
で
す
。 

総
額
４
４
４
０
万
９
千
円
を

減
額
し
ま
し
た
。 

             

 

   

 

                          

                          

                          

一
般
会
計
補
正
予
算 

(
第
６
号) 

副
町
長
に 

池
崎
輝
房
氏
再
任 

～
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
の 

審
査
風
景
（
委
員
会
室
に
て
）
～ 

 

 

 

 

 

１．猪捕獲に対する補助金の増額等を行ない、駆除対策に鋭意努力されたい。 

２．平成 22 年、23 年の豪雨被害を受けた地域（災害常襲地域）の防災対策について

は、早急に対応されたい。 

３．国立公園指定・世界自然遺産登録に向けての「まちづくり」について、積極的に

取り組まれたい。 

４．商店街の活性化について、空き店舗活用等利用について努力されたい。 

５．足腰の強い一次産業、特に水産業の振興に鋭意努力されたい。  

６．ブロードバンドの出口問題解消の為（宇検～大和～名瀬間の）空芯等を活用し、

高速化の実現に努力されたい。 

７．加計呂麻島展示・体験交流館の実施設計にあたっては、関係機関と充分に協議を

され、慎重に対処されたい。 

８．実久の戦跡の整備活用について鋭意努力されたい。 

９．消防団員の増と強化に努め、安心安全のまちづくりを推進されたい。 

10．介護保険事業の円滑なる運営を図るため、介護予防事業に尚一層鋭意努力された 

い。 

11．加計呂麻島からの通園児童への交通費の助成について検討されたい。 

12．老朽化した町営住宅の建替えについて検討されたい。 

教
育
委
員
会
委
員
に 

 
 

 
 

 
 

 

徳
永 

允
氏 

監
査
委
員
に 

斉
藤
三
十
六
氏
選
任 
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第１回（３月）定例会では、６名の議員が町政全般に亘り、質問・提言を行ない議論 

を交わしました。一部を要約して、紹介いたします。 

 なお、一般質問の詳細については町立図書館にて「会議録」をご覧ください。 

                          

 

 

 

議
員 

国
保
会
計
の
健
全
化

と
町
民
の
健
康
増
進
に
つ

い
て 

 

健
康
長
寿
で
町
民
が
生
き
甲

斐
を
感
じ
、
更
に
は
国
保
会
計
の 

健
全
化
を
目
的
と
し
た
健
康
増

進
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る

考
え
は
な
い
か
お
尋
ね
し
ま
す
。 

 

町
長 

国
保
会
計
の
健
全
化
に

つ
い
て
は
、
赤
字
解
消
計
画
に

基
づ
い
て
、
赤
字
の
解
消
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

健
康
増
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

健
康
づ
く
り
推
進
員
・
食
生
活

改
善
推
進
員
の
方
々
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
特
定
健

診
の
受
診
率
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
医
療
費
適
正
化
特
別

対
策
事
業
を
導
入
し
、
町
民
の

健
康
増
進
に
努
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環

境
の
改
善
に
つ
い
て 

 

奄
美
市
と
連
携
・
協
力
す
る

事
で
、
古
仁
屋
市
街
地
の
「
光
」

化
や
、
出
口
の
問
題
解
消
に
よ
る
、

町
内
全
域
の
更
な
る
高
速
化
が

で
き
る
と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の

見
解
を
求
め
ま
す
。 

 

町
長 

奄
美
市
が
保
有
す
る
光

フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
の
未
利

用
芯
線
を
本
町
で
借
り
受
け
で

き
な
い
か
問
い
合
わ
せ
を
し
て

お
り
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ

奄
美
市
以
外
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の

予
定
は
し
て
い
な
い
と
の
事
で

あ
り
ま
す
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
利
用
回
線

数
の
伸
び
に
よ
り
回
線
速
度
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も

奄
美
市
並
び
に
関
係
事
業
者
等

と
協
議
検
討
し
て
参
り
ま
す
。 

 

議
員 

文
化
遺
産
を
活
用
し

た
観
光
振
興
・
地
域
活
性
化

に
つ
い
て 

歴
史
的
な
裏
付
け
が
さ
れ
た

遺
産
で
あ
る
墓
地
等
に
つ
い
て
、

墓
地
調
査
〔
伊
子
茂
等
〕
を
行
い
、

文
化
遺
産
と
し
て
の
価
値
を
高

め
る
事
で
、
観
光
振
興
や
地
域
活

性
化
に
繋
げ
る
べ
き
と
考
え
ま

す
。
町
長
の
見
解
を
求
め
ま
す
。 

 

教
育
長 

瀬
戸
内
町
文
化
遺
産

活
用
実
行
委
員
会
等
に
よ
り
、

文
化
遺
産
の
調
査
や
普
及
啓
発

活
動
を
実
施
し
、
墓
地
調
査
や
、

文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い

が
重
要
な
事
柄
な
ど
も
調
査
す

る
予
定
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

特
定
国
境
離
島
保
全

振
興
法
案
「
仮
称
」
に
つ
い

て 

 

領
海
侵
犯
し
た
中
国
船
の
不

法
操
業
の
監
視
強
化
の
た
め
、
離

島
周
辺
で
の
漁
業
を
活
性
化
す

る
事
に
よ
る
、
民
間
監
視
力
を
高

め
よ
う
と
い
う
議
論
が
高
ま
っ

て
い
る
が
、
こ
の
事
に
対
す
る
町

長
の
見
解
を
求
め
ま
す
。 

 

町
長 

現
時
点
で
国
・
県
か
ら

の
通
知
や
説
明
を
受
け
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
動
向
を
確
認
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

廃
校
跡
地
利
用
に
つ

い
て 

 

廃
校
跡
地
、
校
舎
や
体
育
館

を
利
用
し
た
、
水
耕
栽
培
に
よ
る

農
業
の
振
興
と
、
そ
れ
に
よ
る
雇

用
の
確
保
と
地
域
活
性
化
が
考

え
ら
れ
な
い
か
町
長
の
見
解
を

求
め
ま
す
。 

 

町
長 

校
区
の
皆
さ
ん
の
理
解

を
得
な
が
ら
、
農
業
振
興
や
地

域
活
性
化
に
繋
が
る
、
学
校
跡

地
の
有
効
活
用
を
積
極
的
に
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

林 健二議員 
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議
員 

災
害
対
策
に
つ
い

て 

１
．
昨
年
１２
月
の
議
会
に
お

い
て
、
伊
須
集
落
の
災
害
に
つ

い
て
お
尋
ね
し
ま
し
た
が
、
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
、
再
度
お

尋
ね
し
ま
す
。 

 

町
長 

今
後
の
対
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、
抜
本
的
対
策
に
苦
慮

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
現

在
、
河
川
事
業
計
画
の
基
礎
資

料
作
成
の
為
「
測
量
設
計
業
務

委
託
」
を
発
注
し
て
お
り
解
決

策
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
河
川
改
修
等

の
事
業
導
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、

特
に
用
地
の
地
籍
調
査
を
進
め

な
が
ら
、
集
落
・
地
権
者
の
方
々

の
ご
理
解
、
ご
協
力
の
上
、
改

善
に
向
け
努
め
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

２
．
砂
防
事
業
、
急
傾

斜
地
崩
壊
対
策
事
業
の
条
件
で

あ
る
、
危
険
対
象
区
域
は
町
内
何

ヶ
所
で
、
そ
の
中
に
伊
須
集
落
は

入
っ
て
い
る
の
か
、
お
尋
ね
し
ま

す
。 

 

町
長 

本
町
の
土
砂
災
害
危
険

箇
所
は
、
土
石
流
危
険
渓
流
（
砂

防
事
業
）
８６
箇
所
、
急
傾
斜
地

崩
危
険
箇
所
（
急
傾
斜
地
崩
壊

対
策
事
業
）
８７
箇
所
、
地
す
べ

り
危
険
箇
所
（
地
す
べ
り
対
策

事
業
）
５
箇
所
、
山
地
災
害
危

険
箇
所
（
治
山
事
業
）
９０
箇
所

の
合
計
２
６
８
箇
所
が
危
険
区

域
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

伊
須
集
落
に
つ
き
ま
し
て
は
、 

急
傾
斜
地
崩
危
険
箇
所
１
箇
所
、 

地
す
べ
り
危
険
箇
所
１
箇
所
、

山
地
災
害
危
険
箇
所
２
箇
所
の

合
計
４
箇
所
が
危
険
区
域
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

水
産
業
の
振
興
に

つ
い
て 

１
．
平
成
２０
年
～
２３
年
ま
で

の
漁
協
に
於
け
る
セ
リ
高
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
、
年
度
別
に
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

町
長 

漁
協
に
於
け
る
セ
リ
高

は
、
平
成
２０
年
１
１
万
５
１
２

７
㎏
の
７
３
９
６
万
６
千
円
、

平
成
２１
年
１
１
万
２
０
５
０
㎏

の
６
６
４
３
万
８
千
円
、
平
成

２２
年
９
万
８
４
５
４
㎏
の
５
８

１
６
万
８
千
円
、
平
成
２３
年
８

万
６
５
５
９
㎏
の
５
８
６
６
万

円
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 
２
．
漁
船
の
燃
費
は
現

在
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
最
安

値
の
時
は
い
つ
で
、
そ
の
数
値
を

伺
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
燃
料
費
に
対
す
る
直
接

補
助
は
考
え
ら
れ
な
い
か
伺
い

ま
す
。 

町
長 

漁
船
の
燃
油
価
格
（
Ａ

重
油
）
は
、
平
成
２４
年
２
月
現

在
で
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
税
抜

き
で
９
７
円
で
、
最
安
値
は
過

去

１０
年
間
で
平
成
１４
年
の
１

リ
ッ
ト
ル
当
た
り
税
抜
き
で
４

６
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
燃
料
費
に
対
す
る
直
接
補

助
に
つ
い
て
は
、
他
業
種
等
へ

の
公
平
性
や
燃
油
価
格
の
設
定

基
準
等
の
課
題
が
あ
り
ま
す
の

で
、
県
や
漁
協
と
協
議
を
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

議
員 

海
上
自
衛
隊
奄
美

基
地
分
遣
隊
の
現
状
に
つ

い
て 

① 

現
在
の
隊
員
数
と
最
も
多

か
っ
た
頃
は
い
つ
か
。
ま
た
、
隊

員
数
が
少
な
く
な
っ
た
原
因
と

こ
れ
ま
で
に
我
が
町
に
貢
献
し

て
き
た
事
例
を
伺
い
ま
す
。 

② 

昨
年
の
豪
雨
災
害
時
の
入

院
患
者
搬
送
に
お
い
て
の
分
遣

隊
の
担
っ
た
役
割
は
大
な
る
も

の
で
あ
り
ま
し
た
。
我
々
町
民
と

し
て
、
町
当
局
と
し
て
増
員
に
向

け
て
の
運
動
を
起
す
べ
き
と
思

い
ま
す
が
考
え
を
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

①
現
在
の
隊
員
数
は
１８

名
で
、
最
も
多
か
っ
た
頃
は
昭

和
５６
年
の
５８
名
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
隊
員
数
減
の

大
き
な
要
因
は
、
平
成
９
年
に

古
仁
屋
港
に
配
備
さ
れ
て
い
た

特
務
船
「
む
づ
き
」
が
退
役
し
、

乗
員
２５
名
が
引
き
揚
げ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。 

 

②
隊
員
数
の
増
に
向
け
た
運

動
で
す
が
、
議
会
に
設
置
さ
れ

た
特
別
委
員
会
、
自
衛
隊
父
兄

会
、
隊
友
会
及
び
町
防
衛
協
会

の
４
団
体
の
代
表
で
構
成
す
る

「
海
上
自
衛
隊
拡
充
及
び
陸
上

自
衛
隊
誘
致
推
進
協
議
会
」
を

設
立
し
、
先
般
、
国
会
議
員
、

防
衛
省
幹
部
へ
直
接
要
望
書
を

渡
し
、
概
要
説
明
を
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。 

安 和弘議員 
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議
員 

国
旗
及
び
国
歌
に

つ
い
て 

国
旗
国
歌
は
、
国
家
国
民
を
象

徴
す
る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
１
９

９
９
年
８
月
１３
日
国
旗
国
歌
法

が
法
律
化
さ
れ
国
民
は
国
を
愛

し
、
人
を
愛
し
、
日
本
国
民
と
し

て
世
界
が
認
め
る
絆
が
強
い
国

民
性
に
誇
り
を
感
じ
ま
す
。
町

長
・
教
育
長
の
国
旗
国
歌
法
に
つ

い
て
の
見
解
を
お
尋
ね
し
ま
す
。 

 

町
長 

国
旗
国
歌
法
に
つ
い
て

の
見
解
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

日
本
人
が
受
け
継
い
で
き
た

「
日
章
旗
」
を
国
旗
と
し
、「
君

が
代
」
を
国
歌
と
す
る
こ
と
を

明
記
し
た
法
律
の
制
定
に
特
別

な
見
解
を
持
つ
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

 

教
育
長 

「
国
旗
及
び
国
歌
に

関
す
る
法
律
」
と
し
て
法
令
化

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
尊
重

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
学
校
に
は
「
校
歌
」
、

我
が
町
に
は
「
町
民
歌
」
が
あ

る
よ
う
に
、
世
界
の
国
々
が
国

旗
、
国
歌
を
持
っ
て
お
り
、
そ

れ
を
重
ん
じ
る
こ
と
は
大
切
な

こ
と
で
あ
り
、
国
の
象
徴
と
し

て
国
民
の
気
持
ち
が
大
切
に
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。 

 

議
員 

職
員
の
綱
紀
粛
正

に
つ
い
て 

職
員
の
綱
紀
粛
正
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
ま
す
。 

 町
長 

職
員
の
服
務
に
つ
い
て

は
、
地
方
公
務
員
法
、
町
条
例
・

規
程
の
遵
守
は
も
と
よ
り
、
毎

朝
の
町
民
憲
章
の
放
送
、
昼
の

町
政
指
針
の
放
送
に
よ
る
町
民

と
し
て
、
さ
ら
に
公
務
員
と
し

て
の
心
が
け
る
べ
き
こ
と
を
喚

起
し
、
毎
月
の
朝
礼
、
課
局
長

会
に
お
い
て
常
に
住
民
の
目
線

に
立
っ
て
事
務
事
業
を
遂
行
す

る
よ
う
訓
示
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

議
員 

災
害
復
旧
に
つ
い

て 

昨
年
の
豪
雨
災
害
で
発
生
し

た
災
害
の
復
旧
率
を
お
聞
か
せ

下
さ
い
。 

 

町
長 

町
道
１３
路
線
２８
箇
所
、

河
川
１０
河
川
１４
箇
所
、
清
水
公

園
１
箇
所
、
林
道
７
路
線
３２
箇

所
、
農
地
・
農
業
施
設
３
件
の

計
７８
件
で
あ
り
ま
す
。
現
在
、

復
旧
へ
向
け
発
注
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

バ
ス
運
行
に
つ
い

て 

山
郷
や
西
方
か
ら
運
行
し
て

い
る
バ
ス
は
お
年
寄
り
が
利
用

し
て
い
る
が
、
役
場
前
が
終
点
で

あ
る
た
め
、
へ
き
地
診
療
所
ま
で

は
歩
き
か
、
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
不
便
を
来

た
し
て
い
ま
す
。
運
行
経
路
の
変

更
は
で
き
な
い
の
か
お
尋
ね
し

ま
す
。 

   

 

 

議
員 

世
界
自
然
遺
産
登

録
に
つ
い
て 

① 

「
メ
リ
ッ
ト
」、「
デ
メ
リ
ッ

ト
」
に
つ
い
て
。 

② 

屋
久
島
の
自
然
遺
産
登
録

前
後
の
人
口
動
態
と
観
光
客
数

に
つ
い
て
。 

③ 

先
例
地
の
屋
久
島
等
を
調

査
さ
れ
、
国
・
県
の
施
設
を
本
町

を
含
め
た
南
部
地
域
に
誘
致
し
、 

町
長 

平
成
２４
年
４
月
１
日

の
実
施
に
向
け
て
、
現
在
、
運

行
し
て
い
る
事
業
所
に
お
い
て
、

運
行
経
路
延
長
の
申
請
書
を
国

へ
提
出
し
て
お
り
ま
す
。 

    

地
域
の
活
性
化
に
努
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。 

 

町
長 

①
予
想
さ
れ
る
「
メ
リ

ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、
世
界
的

に
優
れ
た
自
然
が
あ
る
と
い
う

お
墨
付
き
が
得
ら
れ
、
知
名
度

が
上
が
り
観
光
客
増
加
と
地
域

の
雇
用
創
出
が
考
え
ら
れ
る
。

「
デ
メ
リ
ッ
ト
」
と
し
て
、
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
が
増
加
し
て
自
然

荒
廃
の
懸
念
と
サ
ー
ビ
ス
産
業

の
み
の
利
益
が
考
え
ら
れ
る
。 

②
屋
久
島
の
人
口
は
横
ば
い

で
あ
り
、
観
光
客
は
増
加
し
て

い
る
。 

 

③
屋
久
島
等
を
調
査
し
、

岩井義照議員 

岡田弘通議員 
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国
・
県
の
施
設
誘
致
に
つ
い
て

は
、
大
島
本
島
南
部
振
興
協
議

会
等
に
お
い
て
検
討
し
て
参
り

ま
す
。 

 

議
員 

奄
美
群
島
成
長
戦

略
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て 

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
は
、
奄

美
広
域
事
務
組
合
が
中
心
に
な

っ
て
行
な
う
が
、
先
ず
は
本
町
の

戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
広
域

事
務
組
合
と
協
議
す
べ
き
と
思

う
が
、
現
在
の
取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

こ
の
協
議
の
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
よ
う
や
く
立
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
町
も
広
域
事
務
組
合
が
ま

と
め
た
「
農
業
・
観
光
／
交
流
・

情
報
・
文
化
・
定
住
」
の
振
興

計
画
基
本
方
針
に
沿
っ
て
、
本

町
に
関
わ
る
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に

努
め
て
参
り
た
い
。 

  

 

 

 

議
員 

地
域
活
性
化
・
雇
用

創
出
対
策
に
つ
い
て 

「
平
成
24
年
度
施
政
方
針
」

に
お
い
て
、
「
本
町
が
将
来
に
渡

っ
て
自
立
的
発
展
を
成
し
遂
げ

て
い
く
た
め
に
は
、
持
続
し
た
雇

用
の
場
を
創
出
し
…
」
と
さ
れ
て

い
る
が
、
雇
用
創
出
対
策
に
つ
い

て
平
成
24
年
度
予
算
編
成
に
ど

の
よ
う
に
反
映
し
た
か
伺
い
ま

す
。 

 

町
長 

鹿
児
島
県
緊
急
雇
用
創

出
事
業
臨
時
特
例
基
金
事
業
を

活
用
し
、
農
林
課
関
係
で
11
人
、

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
関
係

で
4
人
、
合
わ
せ
て
15
人
の
雇

用
創
出
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

 

議
員 

地
域
別
振
興
政
策

に
つ
い
て 

一
、
加
計
呂
麻
島
・
与
路
島
・

請
島
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
町

長
は
「
本
町
の
観
光
振
興
、
農
業

振
興
に
お
い
て
な
く
て
は
な
ら

な
い
宝
の
島
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
。

で
は
、
そ
の
宝
を
活
か
す
た
め
、

島
別
の
具
体
的
な
振
興
方
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

加
計
呂
麻
島
・
与
路

島
・
請
島
と
も
農
業
振
興
に
お

い
て
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
安
定

生
産
、
キ
ク
等
の
収
益
性
の
高

い
施
設
園
芸
、
地
場
向
け
野
菜
、

放
牧
経
営
を
基
本
と
し
た
低
コ

ス
ト
な
肉
用
牛
子
牛
の
生
産
拡

大
等
を
図
り
な
が
ら
、
黒
糖
や

「
か
け
ろ
ま
キ
ビ
酢
」
等
の
特

産
品
の
生
産
振
興
を
促
進
し
、

販
路
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

 

議
員 

二
、「
特
定
離
島
ふ
る
さ

と
お
こ
し
推
進
事
業
」
の
こ
れ
ま

で
の
成
果
と
今
後
の
活
用
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

昭
和
44
年
度
か
ら
平
成

23
年
度
ま
で
産
業
振
興
、
生
活

基
盤
の
整
備
、
ソ
フ
ト
対
策
等

住
民
に
密
着
し
た
事
業
を
実
施

し
て
お
り
、
4２
年
間
で
約
６
２

億
円
に
も
上
る
事
業
総
額
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

今
後
は
、
共
同
利
用
農
業
施

設
整
備
（
パ
ッ
シ
ョ
ン
・
マ
ン

ゴ
ー
等
）
や
農
林
水
産
物
出
荷

施
設
や
畜
産
振
興
施
設
整
備
等
、

収
益
性
の
高
い
農
業
振
興
に
努

め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

観
光
振
興
に
お
い
て
は
、
Ｐ

Ｒ
推
進
事
業
に
よ
る
交
流
人
口

の
増
、
島
案
内
人
育
成
講
座
等

の
ガ
イ
ド
養
成
を
行
い
世
界
自

然
遺
産
登
録
に
向
け
た
受
け
入

れ
態
勢
の
整
備
等
に
も
活
用
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

議
員 

「
６
次
産
業
化
」
の

取
り
組
み
に
つ
い
て 

２
０
１
０
年
１０
月
、「
６
次
産

業
化
法
」
が
成
立
し
、
農
水
省
は
、

農
林
水
産
物
の
生
産
や
加
工
、
販

売
を
一
体
的
に
手
が
け
る
「
６
次

産
業
化
」
に
重
点
的
に
取
組
む
と

し
て
い
る
。
地
域
再
生
・
活
性
化

の
切
り
札
と
し
て
、
本
町
も
他
市

町
村
に
乗
り
遅
れ
る
こ
と
な
く

取
り
組
む
べ
き
で
は
。 

 町
長 

６
次
産
業
化
を
推
進
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
生
産
・
加

工
・
販
売
と
総
合
的
な
課
題
等

が
多
々
あ
り
ま
す
の
で
、
県
及

び
国
の
関
係
機
関
の
指
導
を
仰

ぎ
な
が
ら
、
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
質
問 

○
「
奄
美
群
島
成
長
戦
略
ビ
ジ

ョ
ン
（
仮
称
）」
策
定
に
つ
い
て

（
本
町
の
関
わ
り
方
等
） 

○
奄
美
群
島
振
興
開
発
事
業
に

お
け
る
非
公
共
事
業
に
つ
い
て

（
実
績
と
計
画
等
） 

  

向野 忍議員 
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追
跡
・
あ
の
質
問
、
そ
の
後

ど
う
な
っ
た 

議
員 

防
災
に
つ
い
て 

請
島
・
与
路
島
の
救
急
搬
送

に
つ
い
て 

①
看
護
士
が
島
を
離
れ
る
場

合
、
報
告
義
務
が
あ
る
の
か
。 

②
同
様
に
、
消
防
分
署
へ
の

連
絡
体
制
が
取
れ
て
い
る
か
。 

 

保
健
福
祉
課
長 

①
へ
き
地

診
療
所
の
看
護
士
長
と
集
落

区
長
に
連
絡
す
る
体
制
を
取

っ
て
い
ま
す
。 

 

総
務
課
長
補
佐 

②
そ
の
体

制
は
取
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

議
員
（
指
摘
） 

看
護
士
が
島

に
い
な
い
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

明
確
に
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。 

 

議
員 

観
光
に
つ
い
て 

加
計
呂
麻
島
展
示
・
体
験
交
流

館
建
設
に
つ
い
て
、
今
現
在
の
進

捗
状
況
は
。 

 
町
長 

基
本
設
計
の
発
注
・
建

設
用
地
の
購
入
を
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
各
検
討
部
会
に
お

い
て
協
議
を
行
い
、
平
成
２６
年

度
の
開
所
に
向
け
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。 

 

議
員
（
指
摘
） 

事
業
費
１
億

６
千
万
円
あ
り
き
で
は
な
く
、
こ

れ
か
ら
の
加
計
呂
麻
の
観
光
地

と
し
て
の
あ
り
方
、
世
界
自
然
遺

産
登
録
も
踏
ま
え
て
、
慎
重
に
検

討
す
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。 

 

議
員 

自
衛
隊
の
誘
致
（
陸

上
）
及
び
拡
充
（
海
上
）
活

動
に
つ
い
て 

 

昨
年
１２
月
以
降
の
活
動
内
容

は
。 

 

町
長 

平
成
２４
年
２
月
２４
日
、

協
議
会
長
他
１０
名
参
加
の
も
と
、

地
元
選
出
国
会
議
員
の
案
内
に

よ
り
防
衛
省
へ
海
上
自
衛
隊
に

つ
い
て
は
、
奄
美
基
地
分
遣
隊

所
属
艦
艇
の
配
備
、
陸
上
自
衛

隊
に
つ
い
て
は
、
新
編
部
隊
配

置
の
要
望
書
を
提
出
い
た
し
ま

し
た
。 

 

議
員
（
指
摘
） 

今
回
、
国
会

議
員
は
自
民
党
だ
け
だ
っ
た
が
、

今
後
は
政
府
、
民
主
党
、
公
明
党

を
含
め
て
、
要
望
活
動
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。 

 
議
員 
教
育
行
政
に
つ
い

て 

一
．
古
仁
屋
高
校
の
存
続
・
活

性
化
に
つ
い
て 

古
仁
屋
高
校
存
続
協
議
会
（
仮

称
）
の
発
足
は
ど
う
な
っ
た
か
。 

 教
委
総
務
課
長 

今
後
、
企
画

課
内
に
事
務
局
を
置
き
、
各
種

団
体
・
事
業
所
等
も
含
め
た
町

全
体
で
の
支
援
対
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

 

議
員 

二
．
児
童
・
生
徒
の
九

州
・
全
国
大
会
出
場
補
助
金
の
見

直
し
を
さ
れ
た
の
か
。 

 

社
会
教
育
課
長 

「
瀬
戸
内
町

各
種
大
会
に
対
す
る
補
助
基
準

要
綱
」
の
見
直
し
を
行
い
、
複

数
の
チ
ー
ム
の
出
場
資
格
が
あ

る
大
会
に
つ
い
て
も
、
補
助
の

対
象
と
し
ま
す
。 

 

議
員 

三
．
部
活
動
外
部
指
導

者
（
大
会
引
率
）
旅
費
補
助
に
つ

い
て
。 

 

社
会
教
育
課
長 

今
後
、
教
委

総
務
課
と
の
協
議
を
図
り
な
が

ら
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

  

                          

鎌田愛人議員 

～議会を傍聴しませんか～ 

 次回の定例会は６月に行われます。どなたでも傍聴できますので、 

お気軽に議会事務局へお問い合わせ下さい。（72－1072直通） 
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町
観
光
協
会
・
マ
リ
ン
ス
テ

イ
シ
ョ
ン
奄
美
、
そ
し
て
伊
須

集
落
、
嘉
鉄
集
落
、
蘇
刈
集
落
、

手
安
集
落
、
瀬
相
集
落
よ
り
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
４
件
の
陳
情

を

１２
月
２６
日
に
現
地
調
査
を

実
施
し
、
２
月
２８
日
に
町
当
局

の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

『
蘇
刈
湾
の
浚
渫
・
桟
橋
の
整

備
に
つ
い
て
の
陳
情
』
で
は
、
委

員
よ
り
「
災
害
緊
急
時
に
は
陸

路
だ
け
で
な
く
海
路
の
確
保
も

重
要
で
あ
る
こ
と
が
、
今
回
の

豪
雨
災
害
で
再
確
認
さ
れ
た
。 

早
急
な
る
対
応
を
県
へ
強
く
要

望
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。 

『
平
成

２３
年

１１
月
２
日
に

発
生
し
た
豪
雨
災
害
緊
急
対
策

に
つ
い
て
の
陳
情
』
で
は
、
委
員

よ
り
「
嘉
鉄
、
蘇
刈
、
伊
須
の

３
集
落
は
、
平
成
２２
年
１０
月
、

平
成
２３
年

１１
月
と
２
回
続
け

て
豪
雨
災
害
の
被
害
を
受
け
、

し
か
も
同
じ
箇
所
が
災
害
を
受

け
て
い
る
。
早
急
な
る
復
旧
作

業
に
努
め
る
と
共
に
抜
本
的
対

策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。」
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

『
１１
・
２
手
安
川
豪
雨
災
害

対
策
に
つ
い
て
の
陳
情
』
で
は
、

委
員
よ
り
「
砂
防
ダ
ム
（
砂
防

堤
）
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
早

急
に
県
へ
進
達
さ
れ
た
い
。」
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

『
瀬
相
集
落
豪
雨
災
害
対
策

に
つ
い
て
の
陳
情
』
で
は
、
委
員

よ
り
「
県
と
の
連
絡
を
密
に
し
、

確
実
な
る
災
害
対
策
を
講
じ
る

べ
き
で
あ
る
。」
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。 

以
上
の
現
地
調
査
及
び
審
査

を
踏
ま
え
た
結
果
、
全
会
一
致

で
採
択
と
決
定
し
ま
し
た
。 

            

蘇
刈
集
落
、
伊
須
集
落
か
ら

出
さ
れ
て
い
ま
し
た
「
集
落
水

道
施
設
の
改
修
（
崩
壊
防
止
）

と
維
持
管
理
の
助
成
並
び
に
支

援
に
つ
い
て
の
陳
情
」
を
１２
月

２６
日
に
現
地
調
査
を
実
施
し
、

２
月
１６
日
、
３
月
９
日
に
町
当

局
の
今
後
の
支
援
措
置
へ
の
考

え
方
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

委
員
よ
り
「
こ
れ
ま
で
集
落
水

道
は
予
算
化
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、
２４
年
度
は
予
算
化
さ
れ

た
の
か
」
と
の
問
い
に
対
し
、

場
所
は
特
定
せ
ず
予
算
化
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

ま
た
、
集
落
水
道
施
設
整
備

事
業
補
助
金
要
綱
の
案
は
準
備

で
き
て
い
る
の
で
、
要
綱
が
決

定
し
た
ら
蘇
刈
集
落
の
集
落
水

道
施
設
の
管
理
道
路
に
つ
い
て

は
、
な
る
べ
く
早
め
に
崩
土
土

砂
の
除
去
作
業
を
実
施
し
た
い

と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

伊
須
集
落
の
取
水
場
へ
の
取

り
付
け
道
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

答
え
が
出
せ
な
い
で
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。 

以
上
の
現
地
調
査
及
び
審
査

を
踏
ま
え
た
結
果
、
全
会
一
致

で
採
択
と
決
定
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
次
の
意
見
を
町
当
局

へ
提
出
し
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 第１回定例会では、総務経済常任委員会（向野 忍委員長）、文教厚生常任委員会（鎌田愛

人委員長）に付託されていた案件に対しての委員長報告がなされました。 

（要旨は次のとおりです。） 

『
蘇
刈
湾
の
浚
渫
・
桟
橋
の
整
備

に
つ
い
て
の
陳
情
』 

『
平
成
２３
年
１１
月
２
日
に
発

生
し
た
豪
雨
災
害
緊
急
対
策
に

つ
い
て
の
陳
情
』 

『
１１
・
２
手
安
川
豪
雨
災
害
対

策
に
つ
い
て
の
陳
情
』 

『
瀬
相
集
落
豪
雨
災
害
対
策
に

つ
い
て
の
陳
情
』 

４
陳
情
を
採
択 

 

平
成
２３
年
１１
月
２
日
に
発
生

し
た
豪
雨
災
害
緊
急
対
策
に
つ

い
て
の
陳
情
中
、『
集
落
水
道
施

設
の
改
修
（
崩
壊
防
止
）
と
維
持

管
理
の
助
成
並
び
に
支
援
に
つ

い
て
』
を
採
択 
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『
集
落
水
道
施
設
の
改
修
（
崩
壊

防
止
）
と
維
持
管
理
の
助
成
並
び

に
支
援
に
つ
い
て
』
審
査
意
見 

１
．
蘇
刈
集
落
水
道
施
設
に
つ

い
て
は
、
浄
水
場
の
管
理
道
路

の
整
備
及
び
浄
水
場
下
側
の
法

面
の
崩
壊
対
策
に
つ
い
て
は
、

建
設
課
、
総
務
課
及
び
集
落
と

協
議
し
、
早
急
に
整
備
さ
れ
、

安
定
供
給
を
図
ら
れ
る
よ
う
支

援
さ
れ
た
い
。 

２
．
伊
須
集
落
水
道
施
設
に
つ

い
て
は
、
取
水
場
の
取
り
付
け

道
路
に
つ
い
て
も
、
建
設
課
、

総
務
課
及
び
集
落
と
早
急
に
協

議
し
、
安
定
供
給
が
図
ら
れ
る

よ
う
支
援
さ
れ
た
い
。 

３
．
集
落
水
道
に
つ
い
て
の
維

持
・
管
理
に
つ
い
て
は
、
補
助

金
要
綱
等
を
早
急
に
策
定
さ
れ
、

支
援
・
助
成
に
つ
い
て
努
力
さ

れ
た
い
。 

４
．
統
合
可
能
な
施
設
に
つ
い

て
は
、
早
急
に
検
討
さ
れ
、
簡

易
水
道
施
設
と
し
て
、
管
理
・

運
営
さ
れ
た
い
。 

                          

                          

 

   

  

 

 

                          

第３０回大島本島南部町村議会議員大会（宇検村、大和村、瀬戸内町の３町村で

構成）が、４月１７日（火）大和村中央公民館で開催されました。 

大会では、３町村の抱える課題解決に向けて、それぞれの町村が懸案事項を議題

として提出し審議しました。 

本町からは、「国道５８号線（奄美市住用町役勝～網野子トンネル起点間、阿木

名～勝浦間）の改良促進について」（向野 忍議員が提案理由説明）を提出し、採択

されました。 

大会当日には、公務ご多忙の中、打越あかし衆議院議員、禧久伸一郎県議会議員

御両名の先生の御出席を賜わり盛大に執り行われました。 

また、議員大会後、ＮＰＯ法人ディ！（あまみＦＭディ！ウエィヴ）理事長兼放

送局長 麓 憲吾氏が「地域が育てる島ラジオ」と題し、講演を行ないました。 

国
政
報
告
を
行
な
う
打
越

あ
か
し
代
議
士
（
右
） 

議
員
研
修
会
に
て
講
演
を

行
な
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
デ

ィ
！
麓 

憲
吾
理
事
長
（
左
） 

  

梅
雨
真
っ
只
中
、
皆
様
に
は
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
、
ま

た
奄
美
大
島
南
部
豪
雨
災
害
は
、

本
町
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
現
在
は
、
国
・
県
・

関
係
機
関
等
の
ご
尽
力
に
よ
り

復
旧
・
復
興
が
着
実
に
進
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。 

今
年
は
辰
の
年
、
龍
が
天
に
向

か
っ
て
昇
る
よ
う
に
飛
躍
の
年

に
し
た
い
も
の
で
す
。 

地
方
主
権
の
時
代
、
我
々
地
方

議
会
の
役
割
・
使
命
を
自
覚
し
活

動
し
て
い
き
ま
す
。 

 

町
民
の
皆
様
、
叱
咤
激
励
を
お

願
い
致
し
ま
す
。（
向
野
） 

議
会
報
編
集
委
員
会 

委
員
長 

 

向
野 

 

忍 

副
委
員
長 

鎌
田 

愛
人 

委 

員 
 

堯 
 

文
俊 

 

〃 
 

 

岡
田 

弘
通 

 

〃 
 

 

林 
 

健
二 

 

〃 
 

 

吉
見 

洋
和 


